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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、インターロイキン-1受容体ファミリーに属するサイトカイン受容体をコードします。コードされるタンパク質は、インターロイキン-1α、インターロイキン-1β、およびインターロイキン-1受容体アンタゴニストの受容体です。これは、多くのサイトカイン誘導性免疫応答および炎症応答に関与する重要なメディエーターです。この遺伝子は、染色体2q12上の関連するサイトカイン受容体遺伝子のクラスターに位置しています。[RefSeq提供、2013年12月]、機能：インターロイキン-1α（IL-1A）、β（IL-1B）、およびインターロイキン-1受容体アンタゴニストタンパク質（IL-1RA）の受容体。アゴニストとの結合はNF-κBの活性化につながります。シグナル伝達には、IL1RAP、TOLLIP、MYD88、IRAK1またはIRAK2を含む三元複合体の形成が関与しています。,類似性:インターロイキン-1受容体ファミリーに属します。,類似性:1つのTIRドメインを含みます。,類似性:3つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,サブユニット:IL1RAPに結合します。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;アポトーシス抑制;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;造血細胞系統;
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	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

